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1． はじめに   

DEA（Dat・aEllVelopIllentAnalysis）では，過去の経験  

から効率的とは考えられない活動をするDMU（Decision  

MakillgUllitト）が効率的と判定される場合がある．この  

間趨′如こ対して，評価者のアプリオリな情報を利用す  
ることが考えられ，既にいくつかの方法が提案されてい  
る．つまり、アプリオリな情報を何らかの形で，入出力  

項目に対するウェイト付けの制限として導入した，領域  

限定法【4】，コーンレシオ法【1】，乗数制約アプローチ【3】  

が、その代表的な方法である．これに対し，本研究で捷  
案するDEA／仮想DMU分析法では，アプリオ1）な情  
報を仮想DMUとして具体化して利用する方法である．  
より詳しく述べるならば，「過去の経験から効率的とは  

考えられない活動をするDMtTが効率的と判定される」  

ということは、評価者は既存のDMUより優れたDMU  
を過去の経験から仮想している．この評価者の感覚に  
合った評価を実行するために，評価者の抱くDMUを仮  
想に設定し．既存のDMU群に加えることで，この間題  

点を解決しようとするものである．   
この分析法では，DEAの分析過程において，ある効  

率的な活動水準を前もって設定し，その活動水準を越え  
るか、否かをDEAの中に持ち込んでいる．このように，  

ある．その際，評価者は既存のDMUより優れたDMU  
を，過去の経験から仮想していると考えられる．この評  
価者の感覚に合った評価を実行するために，評価者の抱  
くDMUを仮想に設定し，既存のDMU群に加えること  
で新たな効率的フロンティアを張り，ウェイト付けを制  
限することを行う．すなわち，そのDMUの効率値を落  
とし，非効率的にすることが可能となる．   
DEAでは，非効率的なDMUの効率値は，そのDMU  
の参照集合で張られるフロンティアに影響される．す  
なわち，非効率的なDMUのウェイトは，参照集合とな  
る効率的なDMtγのウェイト付けに支配される．この  
DEAで用いる入出力項目に対するウェイト（α，t。、り；。）  

は，純粋な重要度（町。y，・。，りi。ぷi。），すなわち仮想入出力  

と入出力億の単位の基準化（た，た）という二つの性質  
に分解できる．  

このる者の入  

出力単位の基準化の点を制限している．つまり本手法  
では，データ自体の値について制限している．  

3．2 生産活動領域   

何らかの形でウェイト付けを制限する従来の方法や．  
本論文で提案する仮想DMU分析法では，アプリオリな  
情報を利用することを前提としている．このアプリオ  

リな情報は，現在および過去において観測されたDMU  
の活動状況によって形成されるものと考えられる．従っ  
て，硯在および過去においてDMUの活動が観測され  
た領域を考える事から始める．本論■丈では，この領域  
を生産活動領域と呼び，図1では1－2－3－4－5－9－8－7－6で囲  
まれた領域である．この図で，DEAの生産可能領域は  
0－1－2－3ヰ5－0′で囲まれた領域で表される．また本論文  
では，効率的なDMUと非効率的なDMUの差は，各  
DMUにおける経営努力の差と考える．つまり，非効率  
的であると評価されたDMUは，経営努力を行うことに  
よって効率的なDMUへと移行できるものと考える．  

評価の過程に基準（ここでは満足化基準を  

するやり方は、目標計画法の中でも見られ  
用
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を設定  

うに，経  
常に対する意思決定問題で多用されている．特に本論  

丈で扱う経常分析指標による経営分析の中でも，頻繁に  

用いられている．従って，本論文で提案する仮想DMU  
分析法は、従来からの経営分析指標を用いて，企業の経  
常分析を行っている人達に対して，積極的にDEAを用  
いるきっかけをつくると考える．これにより，従来の経  

営分析指標だけを用いた経営分析より，解釈がより広が  

ることが期待できる．  

2．経営分析への適用   

経常分析指標を用いた経営分析の利点として，物事を  

客観化でき，他社との比較が容易にできることがあげら  

れる．そして，この指標は企業の様々な能力を評価でき  

るように多種存在し，各個別の能力について分析が行え  

る．また、この分析には歴史があるので，各指標につい  

て経営的な解釈が確立されている．従って，過去の経験  

から指標値が具体的にどのくらい達成していれば，経常  

効率の良い企業であるかの基準値が概ね存在する．こ  

れに対し、その間趨点として経営指標は企業の様々な能  

力を，個別に評価できるが，総合的に評価する客観的な  

方法が布石三しない点があげられる．そこで本論文では，  

総合的に評価する客観的な方法として，DEAを適用す  
る．そのままDEAを経営指標の総合化に適用すると，  

過去の経験から指標値が具体的にどのくらい達成して  

いれば，経常効率の良い企業であるという基準を持ち込  

めず，その判断ができない．そこで，本論文で提案する  

仮想DMU分析法を用いる．  

3．仮想DMU分析法  

3．1 仮想DMU分析法の概念  

y一人  

園1：生産活動領域   

さて，点Aで表現されたDMUのDEA効率値は  
OA／OA′で表現され，この値はAが現在および過去   

基本的なDEAでは，過去の経験から効率的とは考え   において，最高レベルの経営努力をした結乳達成可能  

られない活動をするDMUが効率的と判定される場合が  な上限を基準とした効率値を表していると考えて良い．  
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次に見方を逆にして、AをA′′まで下げたとする．この  

A′′は」が現在および過去において，最低レベルの経  
営努力を行った結果達成できるであろう下限を示して  
いると考えることができる．このA′′で表された点より  

業頼が悪くなることは，過去のデータから考えられにく  
い．つまり，このような下限以下の経営活動を行うこと  

は，過去最低レベルの業績よりも，さらに経営努力を怠  
ることである．従って，常に以前よりも経営努力を強い  

られるような競争状態において，この下限以下の業頼は  

許されないものと考える．   

これら．4、jl′と．4′′を使って，DEA効率値とIDEA  

非効率値t5、6】を図の中で表現すると、   

礼）〟－＝OA／OA′  ：DEA効率値，  

l））¢′■＝1／β′＊＝OA′′／OA：IDEA非効率値，  

のように表す事ができる．さらに，   

C）こ■＝OA′′／OA′＝（OA／OA′）（OA′′／OA），  

＝β＊・¢′－＝βソβ′＊、  

を得る．ここではニ＊を“生産活動上の全体活動効率，，  
と呼ぶ．このニーは0＜ニー（＝β■・¢′－）≦1である．記述  

的に表硯すると，ヱ＊効率はある生産活動形態において，  

過去最低レベルの経営活動の量を過去最高レベルの経  

′削古動の量で割った比と考えて良い．   

また、この生産活動領域の中で，  

（1）β＊＝A′′A／A′′A′、  

＝（OA／0ノ4′－OA′′／OA）／（1－OA′′／OA），  

＝（β■－こ‘）／（1一三ー），  

を得ることができる．ここでβ－を“生産活動上の自己活  
動効率’，と呼ぶ．このぶ－は1一之ー＝0である時β■＝0  

とし、また，1－ニ＋≠0である時0≦ぷ－≦1となる．記  

述的に表現すれば，ぶ＊効率は最高レベルに達するため  

の経営努力量と最低レベルに達するための経営努力量  
の比であり，経営努力のレベルを示すと考えられる．  

3．3 仮想DMUの構成   
この仮想DMU分析法では，仮想のDMUをどのよ  

うに構成するかが大変重要な問題である【2トここでは，  

仮想にDMUを構成するための方法の1つを提案する．   

まず，評価者に対し過去の経験（過去最低レベルと最  

高レベルの緑営晴動）に基づき，基準として抱くDMU  

を提示してもらうことから始める．しかし，評価者に対  
しこの仮想に抱くDMUを複数設定してもらうことは  

かなり困難である．そこで提案する構成方法では，生産  
活動領域内で基準となる仮想DMUを1つ設定し，DEA  

効率的なDMU群とIDEA非効率的なDMU群に基づ  

いて，自動的に仮想DMUを複数構成する．   
ここで、仮想に設定された基準となるDMUをAと  

し，そのDEA効率値，IDEA非効率値，全体活動効率値，  
自己活動効率値をβユ，¢」事，ヱユ，βユであるとする・ま  

た，DEA効率的と判定されたDMUの集合を“E，，と表  

硯し，IDEA非効率的と判定されたDMUの集合を”Z，、  
と表硯する．このDMUの集合月とJ別に以下に示す  
式に基づいて，それらの要素の数だけ仮想にDMUを複  

数構成する．  

仮想DMU群は，基準となる仮想Dh′IUAの自己活動効  
率値βユと同じになるように構成される．言い替える  

ならば，それらは仮想DMUAと同じレベルの経常努力  

（βユ）を行った結果達成される仮想の経営活動である．   

次に，評価者に対して基準となる仮想DMUÅの入出  

力値を，具体的にどういう基準で設定してもらうかを考  
える必要がある．本論文では，この人出力値の設定にお  

いて“満足化基準”を導入する．つまり，過去の経験に  

基づき，評価者が各人出力項目ごとにその内容を具体的  
に検討して「この人出力値の達成度がどの水準までい  

けば満足か」というレベルを明示することである．  

4．実際例   

本研究では，日本の自動車会社に関する経営分析を例  
として，本論文で提案したDEA／仮想DMU分析法を用  
いて総合的に評価分析する，詳しい結果は，発表の時に  
示す．  

5． ぁわりに   

本論文では，評価者のアプリオリな情報を仮想DMU  

として具体化し，評価者の感覚に合った評価を行う  
DEA／仮想DMU分析法を提案した．この分析法の特  

徴は，評価者が予め設定した活動水準を越えるか，否か  

を判定でき，それをDEAの効率値に反映できる点にあ  

る．またこの分析法では，仮想DMUをどのように構成  
するかが大変重要な問題であった．そこで本論文では，  

生産活動領域内で基準となる仮想DMUを1つ設定し，  
DEA効率的なDMU群とIDEA非効率的なDMU辟に  
基づいて，自動的に仮想DMUを複数構成する構成方法  
を提案した．その際に，新たな概念として生産活動領域  

を考え，全体活動効率値と自己活動効率値を定義した．  
更に本論文では，この捷案したDEA／仮想DMU分析法  
を企業の経営分析に適用した．その結果，DEAと経営  

分析指標を組み合わせて，総合的に経営分析を行うため  
の示唆が得られた．  
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DEA効率的なDMUの場合  
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